
重層的支援体制整備事業 

参加支援事業 
 

社会的孤立やひきこもりなど複合的な困りごとを抱えている人や、制度の狭間にいて制度上の対象になって

いないけれども困っている状態の人に対し、寄り添いながら「社会とのやさしいつながり」を少しずつ作っていく

伴走型の支援を行う取り組みです。三田市では2025年 8月から始まりました。 

 

 

 

 

                  提案・つなぐ 

 

                気持ちに寄り添う 

 

 

 

このような場や体験、機会を通して、誰かとやさしくつながれる場をつくりながら本人の「やってみたい」を支

援することが「参加支援」です。私たちは、みんなでアイデアを出し合い、地域住民同士が助け合いながら解決で

きるまちを目指し、「SENプロジェクト」と名付けて取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

「誰かのお役に立ちたい」、「地域のくらしをもっと良くしたい」、と考えている“ええヒト”が、三田にはたくさん

います。困りごとを抱えている人やなにか一歩を踏み出したい人を、「誰かの役に立ちたい人」が応援できるよう

な関係づくりや場づくりを行いながらまち全体が活性化していくことを目指したプロジェクトです。 

 

三田（S）で出会った人たち同士の縁（EN）が線（SEN）となって 

地域を支えていくことをイメージしてのネーミングでもあります。 

 

 

●実施内容 

①相談支援： ひきこもりなどの当事者への相談。現在、1人支援中。 

②さんだのええヒトと出会い、つながる取り組み： 約 30人 

③交流会・研修会の開催： 【交流会】3月 19日（木）1000-1200＠総合福祉保健センター 

   【研修会】3月25日（木）1000-1230 

    「中・高校生の危機～地域にできることとは？」 

受託   NPO法人場とつながりの研究センター 

・自身の存在をあたたかく受け止めてくれる 

場や居場所活動 

・自分の趣味や生きがい活動 

・ボランティア活動 

・インターンシップ（就労体験） 

・中間就労の場 

・自分の特技を活かしたプチ就業 

 

三田の（S） ええヒト（E） ネットワーク（N） 

人口の1%(約 1000人)が、誰かの役に立ちた

いと活動に参加している状態を目指します 
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